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安曇野市

平成 28年（2016 年）4月 1日現在　※（　）内は対前月比

人口 98,255 人（－157）／男 47,650 人（－97）／女 50,605 人（－60）／世帯 38,614 世帯（＋ 61）

人口と世帯

市民福祉向上のために　～平成28年度一般会計予算可決～	 ２
3 月定例会で決まりました	 	 ６
常任委員会で審査しました	 	 10
市政のここが聞きたい !!　3 月定例会一般質問	 13

議会報告会を開催します！	 	 23

春のおとずれを手に取って（穂高・有明）
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平成28年度
使い道
427億円

平成28年度
入るお金
427億円

前年度より９億 6,000 万円の増予算総額４２７億円

安
曇
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、

元
気
で
豊
か
な
安
曇
野
市
の
創

生
に
全
力
を
傾
け
る
と
と
も

に
、市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、住

民
福
祉
の
向
上
を
念
頭
に
予
算

編
成
さ
れ
て
い
る
。
児
童
発
達

支
援
事
業
は
新
た
に
遊
び
の
教

室
事
業
が
盛
ら
れ
て
い
る
。
こ

ど
も
発
達
支
援
事
業
に
は
、
相

談
員
を
配
置
し
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
支
援
体
制
を
目

指
し
て
い
る
。
長
時
間
保
育
事

業
や
一
時
保
育
事
業
が
継
続
し

て
盛
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、農
業
・

農
村
振
興
基
本
計
画
策
定
の
最

終
年
度
を
迎
え
る
。
安
曇
野
市

の
農
業
施
策
を
見
極
め
る
う
え

で
重
要
な
施
策
に
な
る
。
こ
う

し
た
観
点
か
ら
賛
成
す
る
。

歳
入
で
は
地
方
債
53
億
円
を

借
り
、
歳
出
で
は
公
債
費
48
億

円
と
い
う
予
算
だ
。
平
成
28
年

度
の
交
付
税
１
０
９
億
円
が
段

階
的
に
合
併
に
伴
う
上
乗
せ
分

が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
が
始
ま
っ

た
。
こ
う
し
た
指
摘
に
ふ
さ
わ

し
い
予
算
編
成
に
な
っ
て
い
な

い
。
国
体
を
招
致
で
き
る
よ
う

な
総
合
体
育
館
を
建
設
す
る
た

め
の
１
億
円
の
基
金
、
民
間
に

無
償
譲
渡
す
る
三
郷
ト
マ
ト
栽

培
施
設
処
分
分
担
金
３
０
０
０

万
円
が
あ
る
。
ま
た
、
社
会
就

労
セ
ン
タ
ー
の
最
高
の
実
績
を

上
げ
て
い
る
施
設
で
は
、
こ
の

3
月
で
職
員
全
員
が
退
職
す

る
。
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
削
減

の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
か
。
平

成
28
年
度
予
算
の
積
極
面
を
評

価
し
つ
つ
不
要
不
急
の
建
物
行

政
で
は
な
く
、
借
金
返
済
の
計

画
を
盛
り
込
ん
だ
長
期
的
な
予

算
編
成
を
行
っ
て
い
く
べ
き
な

の
で
反
対
す
る
。

平成 28 年 3 月定例会が 2月 19 日から 3月 18 日までの
29 日間開催され、平成 28 年度予算案を含む議案 60 件
と陳情 2 件が審議されました。その中から、本会議で
の討論や平成 28 年度の主な事業などを紹介します。市民福祉向上　のために平成 28年度

一般会計予算

可決

予
算
案
に
つ
い
て

議
会
で
こ
の
よ
う
な

討
論
を
し
ま
し
た
。

原
案
に
賛
成

原
案
に
反
対

【総務費】
行政計画の推進のために
54 億 3,200 万円（12.7％）

【民生費】
福祉の充実と生活の
安定化のために
130 億 4,100 万円（30.5％）

【衛生費】
健康生活と生活環境の
快適化のために
24億6,100万円（5.8％）

【農林水産業費・商工費】
地域産業の振興のために
56億5,100万円（13.2％）

【土木費】
道路・下水道等
整備のために
48億2,900万円（11.3％）

【教育費】
教育環境の充実と生涯学習の
ために
45 億 1,500 万円（10.6％）

【公債費】
公共施設等の充実のため
に借りたお金の返済
48億6,800万円（11.4％）

【その他】
議会費・消防費など
19 億 300 万円（4.5％）

平成 28年度一般会計歳出構成平成 28年度一般会計歳入構成

歳出予算の前年度比較歳入予算の前年度比較

総
務
費

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金

貯
金
等
の
繰
入
金

使
用
料
・
分
担
金
な
ど

国
の
税
金
か
ら

配
分
さ
れ
た
お
金

国
と
県
か
ら
の

補
助
金

地
方
譲
与
税
な
ど

借
り
る
お
金

民
生
費

衛
生
費

土
木
費

教
育
費

公
債
費

そ
の
他

農
林
水
産
業
費
・

商
工
費

5,828

2,519

5,002 5,273 4,829 4,483 4,515 4,549 4,868

1,950 1,903

5,651

2,461

12,136
13,041

5,432

■平成 27 年度　■平成 28 年度

皆さんからの税金
114億900万円（26.7％）

貯金等の繰入金
37億3,500万円（8.8％）

国の税金から配分
されたお金
109億円（25.5％）

国と県からの補助金
59億6,500万円（14.0％）

借りるお金
52億8,800万円（12.4％）

使用料・分担金など
31億3,800万円（7.3％）

地方譲与税など
22億6,500万円（5.3％）

自主財源 依存財源

■平成 27 年度　■平成 28 年度12,000

百万円

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

12,000

14,000

百万円

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

11,193 11,409

3,929

2,727
3,138

10,800

5,873 5,965
5,385 5,288

1,833 2,265

10,900

3,735

平成 28 年  3 月定例会

■国の税金から配分されたお金のうち、

普通交付税は平成 27 年度実績をも

とに公債費需要額の増加分など 1 億

円の増額、特別交付税は例年どおり

6 億円を見込みました。

■皆さんからの税金のうち、固定資

産税の現年度分については、収納

率の向上により 2 億 4,000 万円

の増額を見込みました。

■民生費は対前年 9 億 500 万円増、

7.5％増で、 臨時福祉給付金給付事

業、障がい者支援事業、国保会計

繰出金、三郷北部保育園・明科南

保育園の建設により増額となりま

した。

■公債費は市の借金を返済するため

の費用で、対前年 3 億 1,900 万円

増、7.0％増となりました。

（百万円未満は端数処理）（百万円未満は端数処理）

依
存

財
源 5
7.2％　自主財源

42.8％
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福祉のために
132,700 円

道路や公園・駅周辺整備
などに

49,200 円

教育のために
46,000 円

公債費（借入金返済）に
49,500 円

保健や環境衛生などに
25,100 円

消防・防災対策などに
15,000 円

農業・商工業・観光振興・
労働などに

58,200 円

基金（預金）積み立てに
7,500 円

議会運営のために
2,800 円

その他のサービスに
48,600 円

市民一人当たり

約43万4,600円
一般会計予算の

使い道

平成 28年度
一般会計予算

可決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
は

市
町
村
が
国
民
健
康
保
険
を
運
営
す

る
た
め
の
会
計
で
あ
る
。
被
用
者
保
険

（
社
会
保
険
）
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
自
営
業
者
等
が
対
象
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
医
療
機
関

等
で
受
診
し
た
際
の
一
部
負
担
金
を
除

い
た
医
療
費
の
支
払
い
や
、
特
定
健
診

や
人
間
ド
ッ
ク
等
に
よ
る
予
防
事
業
の

経
費
の
支
払
い
を
行
っ
て
い
る
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
と
は

県
の
全
市
町
村
が
加
入
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
が
保
険
者
と
な
っ

て
運
営
を
行
い
、
市
町
村
と
事
務
を
分

担
し
て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
会
計

で
あ
る
。
75
歳
以
上
の
人
と
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い
を
持
つ
人

が
対
象
。

急
速
な
少
子
高
齢
化
に
伴
い
増
大
す

る
高
齢
者
の
医
療
費
を
、
社
会
全
体
で

支
え
る
た
め
、
現
役
世
代
と
高
齢
世
代

の
負
担
を
明
確
化
し
、
公
平
で
分
か
り

や
す
く
し
た
。

　　・新そばと食の感謝祭 800万円
　　・安曇野しゃくなげの湯整備 10億2，207万円
新規・農業フォーラム開催 62万円
新規・小水力発電の推進 3，600万円
新規・新商品開発推進支援モデル事業 200万円
新規・「朝が好きになる街」ブランドづくり 400万円
新規・山岳観光推進 450万円

　　・防犯灯設置（LED 化更新） 5,961万 7千円
　　・自主防災組織支援事業 283万円
新規・公園バリアフリー化等整備 1,000万円
新規・エコアクション 21 認証・登録 94万 7千円

　　・穂高支所建築工事 3億2,139万円
　　・人権のつどい講演会 77万4千円
新規・ふるさと寄附者との繋

つな

がり事業 1,179万6千円
新規・市政情報コミュニティ FM 放送 902万4千円
新規・証明書コンビニ交付 1,738万6千円

活力あふれるまちづくり健康長寿のまちづくり

豊かな人を育むまちづくり

環境を守り、安全・安心なまちづくり

協働によるまちづくりと行政サービスの向上

すべての世代が生き生きと暮らせ
　　安心して子育てできるまちを目指して

まち・ひと・しごと創生総合戦略の主な事業

●新たな雇用を生みだす
タマネギ機械化体系支援 644万円
本社機能移転企業雇用創出 100万円
宿泊バスツアー助成 440万円
建設業技術者資格取得費補助金 319万5千円

●若者や女性が活躍できるまちをつくる
移住相談窓口の設置 220万8千円
移住者向けおためし住宅の設置 117万1千円

●安心して出産し子育てできるまちをつくる
不妊・不育症治療費助成 1,470万円
子育て応援手当 4,018万4千円
子ども発達支援相談 435万6千円

●いきいきと暮らせるまちをつくる
拠点地域等住宅購入費助成 3,500万円
空き店舗等活用促進 1,734万4千円
デマンド交通システムの運用 7,677万9千円

第 64 回日本観光ポスターコンクールに
入賞した「朝が好きになる街　安曇野」

　　・家族介護者介護慰労金 3,350万円
　　・後期高齢者人間ドック助成 1,146万5千円
　　・高齢者インフルエンザ予防接種 7,916万2千円
新規・健康づくり推進員による市歌体操の普及 40万円

　　・福祉医療費給付 5億2,216万9千円
　　・臨時福祉給付金 3億4,800万円
　　・自立支援給付 12億6,565万5千円
　　・保育園建設（三郷北部・明科南） 5億43万5千円
新規・遊びの教室 315万8千円
新規・ひきこもり支援 100万6千円
新規・三郷交流学習センター建設 5億9,460万円

企業会計予算＆特別会計予算

企業会計・会計名 歳入歳出予算額

水道事業会計　

収益的収入 23 億 2,110 万 6 千円

収益的支出 20 億 7,892 万 2 千円

資本的収入 　7,516 万 6 千円

資本的支出 13 億 4,375 万 9 千円

下水道事業会計

収益的収入 41 億 1,111 万 6 千円

収益的支出 39 億 5,099 万 1 千円

資本的収入 9 億 9,397 万 7 千円

資本的支出 25 億 103 万 9 千円

特別会計・会計名 歳入歳出予算額

国民健康保険特別会計 125 億 270 万 1 千円

後期高齢者医療特別会計 10 億 3,250 万 2 千円

介護保険特別会計 88 億 5,502 万 1 千円

観光宿泊施設特別会計 3,216 万 4 千円

産業団地造成事業特別会計 8,522 万 4 千円

上川手山林財産区特別会計 251 万 2 千円

北の沢山林財産区特別会計 111 万 8 千円

有明山林財産区特別会計 115 万円

富士尾沢山林財産区特別会計 97 万 5 千円

穂高山林財産区特別会計 148 万 7 千円

平成 28 年  3 月定例会

人口 98,255 人で計算（平成 28 年 4 月 1 日現在）

※ 100 円未満は端数処理

平成28年度一般会計の　主な重点事業と使い道

平成 28年度重点事業
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・全議案の審議の結果
　　　→ 8 ページ
・議案ごとの賛否
　　　→ 9 ページ

主な議案等を紹介します

参照
３月定例会で決まりました
条例
制定

条例
制定

条例
改正

・第三者委員会である審査会の委員を市長が委嘱することになってい
る。また、審査会の審理の手続きが非公開なので、客観的で公平な審
査が行われるか疑問。

議案第1号　安曇野市行政不服審査法施行条例

議案第12号　安曇野市消費生活センター条例

議案第20号　安曇野市の適正な土地利用に関する条例の
　　　　　　　一部を改正する条例

可決

可決

可決

・委員の委嘱は、国では担当大臣、都道府県では知事、市町村では市
町村長が委嘱するのが通常である。審査関係者の個人情報が公になる
恐れがあり、手続きを非公開にするのは妥当。

行政不服審査の審査方法が変わります

消費者を保護するために

検証を基に手続きを見直し

安曇野の田植え風景と特産ワサビ

烏川地区の区画整理（上空からの様子）

賛成の討論

反対の討論

訪問販売、電話での勧誘、ネットワークビジネスなどで消費生活上のトラブ
ルが生じた場合に、相談や苦情処理に応じるセンター。これまでも本庁舎内に
設置されていたが、条例を制定することで、位置づけを明確にした。

外国人誘客のための海外旅行会社の招
しょうへい

聘
や、海外に向けた営業等のプロモーション
活動を国の地方創生加速化交付金を活用し
て行う。また、ワサビやそばなどの特産品
を外国人に宣伝する事業を行う。

土地利用に関する条例が施行されて 3年を経て実施された検証により、土地利用制
度の基本原理・原則を保持することを基本としつつ、開発事業案の提出の廃止、工事
着手の届出などの手続きの見直しを行った。

開発事業承認申請の際、自治会の承認を添付してはどうか。

旧穂高町の「穂高町まちづくり条例」では、住民の同意を求める規定ではなく、
施行規則での運用となっていた。平成 22 年に専門家による検討の結果、同意書
の添付は不要とした。

答

問

平成 27 年度
一般会計補正予算

（第 6 号） ＜地方創生＞外国人観光客を安曇野に！
一般会計補正予算では、ブランド情報発信のほか、基盤整備事業などに追加補正が行われました。
また、事業費の確定などにより不要額となる予算などを減額補正した結果、補正予算額 9億 4,600 万円
を減額し、補正後の予算額は 419 億 8,300 万円となりました。

クローズアップ

観光

クローズアップ農業平成 27 年度分　区画整理　約 26 ヘクタール完成（予定）

将来の農業生産を担い、効率的で安定した経営の担い手
を育成し、地域農業の中心的な役割を果たせるよう、堀金烏
川地区において区画整理や水路、農道等の整備を行う。平成
27 年度は約 26 ヘクタールが完成（予定）で、これにより全
工区 161 ヘクタールのうち約 103 ヘクタールが完成（予定）。
平成 29 年度の完了を予定する。

経営体育成基盤整備事業（烏川地区）県営事業負担金

外国人誘客プロモーション事業ほか
4,248 万円

当初予算
9,625万円

補正後の予算額
1億3,020万円

補正額
3,395万円

特　別　会　計　 補正額 補正後額
同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第2号） 453 1,121
国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） △ 335,235 12,352,603
後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） △ 1,442 995,202
介護保険特別会計補正予算（第 4 号） △ 208,951 8,631,403
下水道事業特別会計補正予算（第 3 号） △ 10,895 4,546,191
農業集落排水事業特別会計補正予算（第 2 号） 195 199,142
上川手山林財産区特別会計補正予算（第 1 号） 208 4,051
北の沢山林財産区特別会計補正予算（第 1 号） △ 325 867
有明山林財産区特別会計補正予算（第 1 号） △ 20 1,322
富士尾沢山林財産区特別会計補正予算（第 1 号） 111 1,619
穂高山林財産区特別会計補正予算（第 1 号） 58 1,437

平成 27年度安曇野市特別会計補正予算

人事案件 ・人権擁護委員に等々力増男さん、青柳昌利さん、斉藤康子さん、小川里惠子さんの推薦について
適任とした。　（任期：平成 28 年 7 月 1 日から平成 31 年 6 月 30 日まで）

（単位：千円）

△は減額です

平成 28 年  3 月定例会

市民生活部地域づくり課
（本庁舎 2 階）
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報告
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 債権放棄の報告について（厚生住宅使用料に係る債権）

受理
2 号 債権放棄の報告について（市営住宅使用料に係る債権）

3 号 債権放棄の報告について（水道料金に係る債権）

4 号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（自動車事故に関すること）

報告事項
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

13 号 安曇野市障害者就労支援センター条例の一部を改正する条例

可決

14 号 安曇野市障害者住宅整備資金貸付金に係る経過措置に関する
条例を廃止する条例

28 号 平成 27 年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

29 号 平成 27 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

30 号 平成 27 年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第４号）

40 号 平成 28 年度安曇野市国民健康保険特別会計予算

41 号 平成 28 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算

42 号 平成 28 年度安曇野市介護保険特別会計予算

57 号

安曇野市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例及び安曇野市指定地域密着型介
護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

健康・福祉

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

15 号 安曇野市三郷トマト栽培施設条例を廃止する条例

可決

16 号 安曇野市明科農産加工施設条例を廃止する条例

17 号 安曇野市観光宿泊施設条例の一部を改正する条例

18 号 安曇野市山岳環境整備基金条例

33 号 平成 27 年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

34 号 平成 27 年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

35 号 平成 27 年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

36 号 平成 27 年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

37 号 平成 27 年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

43 号 平成 28 年度安曇野市観光宿泊施設特別会計予算

44 号 平成 28 年度安曇野市上川手山林財産区特別会計予算

45 号 平成 28 年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計予算

46 号 平成 28 年度安曇野市有明山林財産区特別会計予算

47 号 平成 28 年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計予算

48 号 平成 28 年度安曇野市穂高山林財産区特別会計予算

49 号 平成 28 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計予算

52 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市明科農産物
加工交流施設）

53 号 市有財産の処分について（安曇野市三郷トマト栽培施設）

産業・経済・観光

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

19 号 安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例

可決

20 号 安曇野市の適正な土地利用に関する条例の一部を改正する条例

31 号 平成 27 年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

32 号 平成 27 年度安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２号）

38 号 平成 27 年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）

50 号 平成 28 年度安曇野市水道事業会計予算

51 号 平成 28 年度安曇野市下水道事業会計予算

54 号 安曇野市土地利用基本計画の変更について

55 号 市道の廃止について

56 号 市道の認定について

建設・水道

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

21 号 安曇野市学校給食センター条例の一部を改正する条例

可決

22 号 安曇野市人権教育集会所条例の一部を改正する条例

23 号 安曇野市青少年育成基金条例

24 号 安曇野市公式スポーツ施設整備基金条例

25 号 安曇野市博物館条例の一部を改正する条例

教育

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 安曇野市行政不服審査法施行条例

可決

2 号 安曇野市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

3 号 安曇野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部
を改正する条例

4 号 安曇野市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一
部を改正する条例

5 号 安曇野市職員の退職管理に関する条例

6 号 安曇野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例

7 号 安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部を改正
する条例

8 号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例及び安曇野市一般
職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

9 号 安曇野市防災行政無線施設条例を廃止する条例

10 号 安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

11 号 安曇野市税条例の一部を改正する条例

12 号 安曇野市消費生活センター条例

26 号 平成 27 年度安曇野市一般会計補正予算（第６号）

27 号 平成 27 年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別
会計補正予算（第２号）

39 号 平成 28 年度安曇野市一般会計予算

58 号 安曇野市三郷支所解体工事請負契約について

総務・財政

11ページへ

12ページへ

12ページへ

10ページへ

6ページへ

陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

平成27年
7 号 介護報酬の緊急再改定を求める陳情書 審査未了

平成27年
8 号 介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を求める陳情 継続審査

陳情

○：賛成　　×：反対　　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号

　　　　　　議員名

議案名　　　　　　
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平
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宮
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明
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藤
原　

陽
子

濵　
　

昭
次

議案第 1 号 安曇野市行政不服審査法施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 2 号 安曇野市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正す
る条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 3 号 安曇野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 4 号 安曇野市職員の分限に関する手続及び効果に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 5 号 安曇野市職員の退職管理に関する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 9 号 安曇野市防災行政無線施設条例を廃止する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 15 号 安曇野市三郷トマト栽培施設条例を廃止する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 24 号 安曇野市公式スポーツ施設整備基金条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 26 号 平成 27 年度安曇野市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 39 号 平成 28 年度安曇野市一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 40 号 平成 28 年度安曇野市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 42 号 平成 28 年度安曇野市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 53 号 市有財産の処分について（安曇野市三郷トマト栽培施設） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 57 号

安曇野市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例及び安曇野市指定
地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

賛否が分かれた議案等

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 安曇野市議会会議規則の一部を改正する規則 可決

議員提出議案

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

59 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

人事

4ページ・

11ページへ

6ページ・

10ページへ

平成 28 年  3 月定例会

議会基本条例に基づき、議会として行政に政策提案をするために、初めて
となる政策討論会議を 2 月 9 日・3 月 28 日に行なった。

１	豊科南部総合公園における公式スポーツ施設整備
議長は、「総合公園や総合体育館の整備、財政問題、議会としてスポーツ施設や公園整備について
どのように行政と向き合うか」などを提案した。議員からは、「合併協議会の合意事項に基づき、内
容や機能の議論を」「周辺整備も含めた全体のグランドデザインが足りない」「公共施設の再配置計画
で全体的な調整や将来は」「市民ニーズにこたえるなら、行政が対応しなければならない」「体育館は
新たに作るのではなく南社会体育館の建て替えである」等の意見が出された。

２	穂高広域施設組合のごみ焼却炉更新
議長は、「市にとって合併特例債等の兼ね合いが大きい。市の
まちづくりとかかわる政策課題として論議してほしい」と提案
した。議員からは、「熱も電気も利用して市民の健康増進につな
げたい。バイオマス化などにより補助率も違う」「企業の位置づ
け、耐用年数、財政、熱利用や環境問題、最終処分場の問題など、
松本・塩尻など広域で考えられないか」等の意見が出された。

初の政策討論会議 開催

建て替えが予定されている穂高クリーンセンター

2ページ・

4ページへ

6ページへ
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総務
環境

福祉
教育

常任委員会報告

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

行政不服審査法の改正に伴い行政不服審査会を設ける。審査会の調査審議の
手続きは公開しないことになっている。

公式スポーツ施設の整備に要する経費の平準化を図る。

そのうち民生費 130 億 4,100 万円と教育費 45 億 1,500 万円で一般会計総
予算額の 40％を超える。

平成 26 年度末支払い準備基金（7 億 9,000 万円）は平成 30 年度からの
国保運営の広域化や、インフルエンザ等の感染症の大流行にそなえる。

防災無線の放送方式がアナログ式からデジタル式に移行することで、旧町村
時代から使用していた無線施設が不要となり、関係条例を廃止する。

総務費 54 億 3,200 万円、議会・消防費 19 億 300 万円、公債費
48 億 6,800 万円など。

議案第 1号議案第 24 号

議案第 39 号

議案第 40 号

議案第 9号

議案第 39 号

行政処分に関し、より公平な審理を行うための手続きができます公式スポーツ施設整備の財源に充てる基金

福祉教育委員会所管の当初予算　185億 9,000万円

国民健康保険特別会計の当初予算125億円

防災無線が変ります

総務環境委員会所管の当初予算134億 9,145万円

総務環境委員会では 2月 24 日と 3月 9日、付託された 15 件の議
案を審査しました。その中から主な議案等について紹介します。
議案名や本会議での議決結果等→ 8ページ

福祉教育委員会では 2月 24 日と 3 月 10 日、付託された 16 件の議案と 2
件の陳情を審査しました。その中から主な議案等について紹介します。
議案名や本会議での議決結果等→ 8ページ

反対の意見
・同じ組織の中で審理のやり取りをする可能性があ
り、公平性に欠ける。審査が非公開であることは、
中身が明らかにならず終了することになる。

反対の意見
・公式スポーツ施設整備計画では、今後５つの公式
施設を整備する計画だが、財政面からも不可能だ
と思う。公式スポーツ施設のための基金だとする
と、それ以外の体育施設の整備にはこの基金が使
えないおそれがある。基金の名称から「公式」を
外すべきだと考え反対する。

反対の意見
・これまでの予算編成の仕方を
見ると、毎年度末の基金残高
が高額で推移しており、保険
料の引き下げができると考え
るので反対する。

反対の意見
・アナログ式無線機は、使える可能性も含んでいる。
今あるものは有効的に使うべきではないか。

反対の意見
・平成 28 年から地方交付税が段階的に減らされてい
く中、合併特例債を限度額まで借り入れると、財
政破たんにつながりかねない。平成 33 年までの
長期財政計画に不安を持つ。

賛成の意見
・市だけではなく第三者機関が入って審査をするこ
とは大きな前進。個人情報保護の観点から、審査
の非公開は当然のこと。

賛成の意見
・基金は、一度に大きなお金がかからないように、
財源上平準化を図る方法である。公式か否かにこ
だわる必要はない。市には公共施設整備基金もあ
り対応できる。整備計画ありきではなく柔軟に対
応するということであり、賛成する。

賛成の意見
・基金残高が多く黒字の会計であっても、ひ
とたび感染症の大流行が起これば医療費
がはね上がる。保険料の引き下げは長期
的な視点で判断する必要があり、今すぐ引
き下げることはできないので賛成する。

賛成の意見
・市の方針としてすでにデジタル式放送への移行は
決定している。今のアナログ式放送は平成 27 年
度で終了するので、条例廃止は当然である。

賛成の意見
・安曇野市の財政力指数は県内でも中位である。合
併特例債をはじめ有利な地方債を活用し、市民の
福祉サービス水準の確保向上のための財政運営と
なっている。

公平性や使いやすさが向上するといわれる根拠と具体性は何か。

審理員を置くことや、審査会が第三者機関となることで公平性は向上する。また、処分を受けてから不服申
し立てできる期間が 60 日だったものが 3か月になったことなどで、使いやすさも向上すると考えられる。

医療費の窓口支払分を貸し付ける制度の利用率が高いという実績をふまえ、窓口無料化を進めるべきではないか。

国に対し、医療費の窓口無料化をした場合のペナルティーを外してほしいという要望が上がっているので、
情勢を踏まえながら検討していきたい。

穂高老人保健センターの温泉利用には割引制度があるが、安曇野しゃくなげの湯でもそのまま適用されるのか。

安曇野しゃくなげの湯だけではなく、他の施設も含め割引ができるよう検討している。

昨年４月から給食費が口座振替となったが、現金集金と比べて収納率はどうか。

現金集金であった昨年が 99.88％、口座振替では現在のところ 99.24％。決算までに少しでも 99.88％に近づけ
る努力をしていく。

答

答

答

答

問

問

問

問

危機管理課放送風景

屋外スピーカー
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経済
建設

常任委員会報告

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

この施設は、新たな農業経営体の育成、地場産品の振興、遊休農地の解消、
雇用の場の提供をし、農業の活性化を図ることを目的に設置された。しかし、
当初経営にあたった第三セクターの安曇野菜園が経営破

は た ん

綻したため、民間企
業に事業譲渡し、指定管理者が運営してきた。第三者委員会から、「当該施
設は公の施設に該当しないので、現状を速やかに直すべき」と提言があり、
この度施設譲与に至ったため、条例の廃止、市有財産の処分となった。

農林水産業費 24 億 5,400 万円、商工費 31 億 9,700 万円、土木費 48 億
2,900 万円など。

・道の駅の維持管理については、平成 28 年度から「ほりがね
物産センター」が一体的に管理していくということだが、
今まで情報交流室がなかなか活用されていない状況であっ
たので、PR等を含め工夫して進めてもらうように要望した。

議案第 15号・53 号

議案第 39 号

三郷トマト栽培施設が譲与（無償譲渡）されます

経済建設委員会所管の当初予算106億 1,855万円

経済建設委員会では 2 月 24 日と 3 月 11 日、付託された 30 件の
議案を審査しました。その中から主な議案等について紹介します。
議案名や本会議での議決結果等→ 8ページ

指定管理を市側から中途解除
の申し入れをしたときは、市
が固定資産税などの税負担や
修繕費を負担するのか。

施設の管理に関する基本協定
では修繕費等は協議し、合意
に基づいて費用負担をする。
税負担については協定にはな
い。

答

問

反対の意見
・市の財産を譲るにあたり、無償譲渡は市民感情か
らも納得がいかない。有償譲渡にすべきである。
市が税負担までするのは納得できない。

賛成の意見
・第三者委員会の「公の施設に該当しない」という
提言は重く受けとめる。10 年の指定管理を 5年半
でやめるのは企業にとってはダメージがある。㈱
エア・ウォーターは多額の投資をし、経営権も獲
得している。市はいろいろな状況を見て提案し、
決断した事項だ。現実を直視し賛成する。

一 般 質 問

問
近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、

核
家
族
化
や
共
働
き
家
庭
の
増
加
な
ど

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
、
幼
い
子
ど
も
が
対
象
と
な
る
事

件
、
虐
待
等
も
後
を
た
た
な
い
。
安
心

で
安
全
な
子
ど
も
の
居
場
所
を
確
保
す

る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
児
童
館
の
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答
児
童
館
が
地
域
や
学
校
、
家
庭
と
連
携

を
深
め
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
み
、

安
心
で
安
全
な
子
ど
も
の
居
場
所
の
拠

点
と
な
れ
る
よ
う
に
、
既
存
施
設
の
活

用
も
含
め
て
順
次
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問
児
童
館
の
所
管
が
教
育
委
員
会
に
な
り

１
年
が
経
過
。
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答
平
成
27
年
度
に
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ

ラ
ン
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
就
学
児

童
が
放
課
後
等
を
安
全
・
安
心
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
。
児
童
館
で
は
、
子
育
て
支
援
や
自

由
来
館
す
る
子
ど
も
達
へ
の
遊
び
の
指

導
、
活
動
支
援
等
の
一
層
の
充
実
を
図

る
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
小
学
校
敷

地
内
で
実
施
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
順

問
小
・
中
学
校
支
援
職
員
の
加
配
は
。

答
こ
の
施
策
が
高
い
教
育
効
果
に
繋つ

な

が

り
、
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
る
と
聞
く
。
引
き
続
き
、

支
援
職
員
の
維
持
・
増
加
に
努
め
た
い
。

問
自
閉
症
や
情
緒
障
が
い
の
子
ど
も
が
増

加
傾
向
に
あ
る
と
伺
う
が
。

答
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
と
捉と

ら

え
る
。
保

護
者
の
認
識
の
変
化
に
よ
り
、
障
が
い

を
隠
し
た
り
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
子

育
て
支
援
な
ど
を
受
け
、
障
が
い
を
そ

の
子
の
個
性
と
捉
え
、
よ
り
良
い
学
び

の
場
を
求
め
る
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
こ
と
も
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

問
発
達
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も
や
発
達
障

が
い
が
あ
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
ば

か
り
で
は
な
く
、
幅
広
く
子
育
て
に
悩

み
を
抱
え
て
い
る
親
た
ち
の
受
け
皿
が

必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
安
心
し
て
子

育
て
相
談
が
で
き
る
常
設
相
談
窓
口
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
が
困
っ
た
時
、

す
ぐ
に
相
談
で
き
る
窓
口
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
平
成
28
年
度
早
期
の

開
設
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

次
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

友
好
提
携
都
市
と
よ
り
多
様
な

交
流
展
開
を

問
友
好
提
携
し
て
い
る
都
市
と
の
平
成
28

年
度
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
交
流
事
業
が
果
た
す
役
割
は
、
お
互
い

の
経
済
効
果
の
波
及
と
と
も
に
、
次
の

世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
重
要
で
あ

る
。
平
成
28
年
度
は
、
福
岡
市
東
区
・

神
奈
川
県
真
鶴
町
・
千
葉
県
東
金
市
か

ら
青
少
年
が
訪
れ
る
予
定
。
ま
た
新
事

業
と
し
て
、
東
金
市
へ
青
少
年
約
25
人

の
訪
問
を
計
画
し
て
い
る
。

財
政
の
健
全
化
と
将
来
負
担
の

抑
制
を

問
増
え
続
け
る
合
併
特
例
債
。
多
額
の
償

還
金
は
後
年
度
負
担
に
耐
え
ら
れ
る
の

か
。
一
度
立
ち
止
っ
て
、
起
債
の
抑
制

（
減
額
）
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
将
来
の
財
政
負
担
の
増
加
な
ど
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
。
た
だ
、
こ
の
有
利
な
起
債
を

活
用
す
れ
ば
、
一
時
期
は
償
還
金
が
増

え
る
が
、
そ
の
ピ
ー
ク
を
乗
り
越
え
れ

ば
と
の
思
い
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
無
駄
を
廃
し
、
行
政
の
効
率
化
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

高家児童館（40数年経た旧保育園を活用）

変化のある地面を歩くとバランス感覚
が養われます

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

信誠会
一志 信一郎

よ
り
よ
い
児
童
館
を

目
指
し
て

信誠会
山田 幸与
『
子
育
て
の
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
』
に
向
け
て

三郷トマト栽培施設と作業風景

要　　望
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一 般 質 問

問
4
月
か
ら
施
行
と
な
る
「
障
害
者
差
別

解
消
法
」
に
障
が
い
を
持
つ
人
々
や
関

係
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
は
多
く
期
待
し

て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、
安
曇
野
市
で

も
行
政
事
務
上
大
き
な
影
響
を
持
つ
。

市
長
が
進
め
る
福
祉
行
政
の
な
か
で

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
お
聞
き
す
る
。

答
施
策
と
し
て
、
生
き
が
い
の
場
づ
く
り

を
通
し
、
自
己
実
現
の
推
進
を
掲
げ
る
。

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
障
が
い
者
を

取
り
巻
く
環
境
が
今
ま
で
以
上
に
改
善

さ
れ
、
屋
外
に
出
る
こ
と
を
躊

ち
ゅ
う
ち
ょ躇
し
て

い
た
人
の
一
人
で
も
多
い
社
会
参
加
を

望
み
、
実
現
に
努
め
て
い
く
。

問
施
行
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
に

関
し
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
た
か
。

ま
た
、
施
行
後
の
取
り
組
み
は
。

答
県
か
ら
講
師
を
招
き
、
５
０
０
人
の
職

員
が
研
修
を
受
け
た
。
本
庁
各
階
に
活

字
読
み
上
げ
装
置
の
設
置
を
検
討
。
ま

た
、
広
報
誌
に
よ
る
啓
発
を
進
め
た
い
。

問
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
が
増
え
て
い

る
。
学
校
行
事
参
加
時
に
障
が
い
を
持

つ
児
童
生
徒
の
保
護
者
を
支
援
員
に
替

問
市
有
す
る
２
７
１
施
設
の
公
共
施
設
白

書
に
基
づ
く
再
配
置
計
画
の
進
め
方
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
２
７
１
公
共
施
設
を
全
て
維
持
管
理
し

て
い
く
と
、
毎
年
38
億
円
以
上
の
更
新

費
用
が
か
か
る
。
市
の
再
編
方
針
に
基

づ
き
、
行
政
が
持
ち
続
け
る
施
設
、
民

間
が
参
入
で
き
る
施
設
、
民
間
が
代
行

で
き
る
施
設
等
に
分
類
し
、
各
部
署
で

検
討
し
た
結
果
を
平
成
27
年
度
中
に
公

表
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
先
30
年
を
見

据
え
た
年
次
計
画
に
は
、
更
新
費
用
13

億
円
以
下
を
目
標
に
圧
縮
し
て
い
く
。

問
公
共
施
設
の
再
編
・
統
廃
合
実
施
に
お

け
る
市
民
と
の
合
意
形
成
や
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
整
合
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

答
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
も
起
こ
る
が
、

使
い
勝
手
の
良
い
施
設
配
置
に
向
け
て

の
知
恵
と
力
を
関
係
団
体
や
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
提
案
し
て
も
ら
い
、
行
政
も

理
解
を
得
る
努
力
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
は
福
祉
、
医
療
、
買
い
物
な

ど
の
利
便
性
も
含
め
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

問
総
合
戦
略
を
事
業
と
し
て
実
行
す
る
段

階
で
あ
り
、
成
功
に
導
く
た
め
に
は
人

が
要

か
な
め
で
あ
る
。
障
が
い
者
の
職
域
を
広

げ
、
農
業
分
野
の
担
い
手
不
足
解
消
に

つ
な
が
る
農
福
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
大
変
有
効
な
施
策
で
あ
る
。
厚
生
労
働

省
は
新
規
事
業
と
し
て
農
福
連
携
に
よ

る
障
が
い
者
の
就
農
促
進
事
業
を
実
施

す
る
。
県
で
は
平
成
26
年
度
か
ら
、
農

家
な
ど
の
求
人
情
報
と
障
が
い
者
就
労

施
設
の
施
設
外
就
労
を
つ
な
ぎ
、
農
作

業
の
質
の
保
証
の
た
め
に
、
作
業
技
術

支
援
と
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
就
労
現
場

等
に
派
遣
す
る
、
障
が
い
者
の
農
業
就

労
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

委
託
し
て
行
っ
て
い
る
。
市
内
で
も
農

家
と
契
約
を
結
び
、
り
ん
ご
の
葉
摘
み
、

摘
果
作
業
を
施
設
外
就
労
と
し
て
行
っ

て
い
る
施
設
も
あ
る
。
ま
た
、
施
設
内

就
労
と
し
て
、
豆
腐
の
原
料
と
な
る
大

豆
の
生
産
な
ど
農
産
物
の
生
産
、
販
売

を
行
っ
て
い
る
施
設
も
あ
る
。
市
内
の

対
象
と
な
る
就
労
支
援
施
設
に
、
こ
の

事
業
の
周
知
を
図
り
、
農
福
連
携
の
拡

大
に
つ
な
げ
た
い
。

問
妊
娠
・
出
産
・
産
後
・
子
育
て
期
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

要
望
す
る
が
ど
う
か
。

答
平
成
28
年
度
中
に
は
関
係
部
局
と
窓
口

の
開
設
を
検
討
し
て
、
安
曇
野
ら
し
い

仕
組
み
づ
く
り
を
始
め
て
い
き
た
い
。

問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
与

え
る
影
響
、
特
に
3
歳
未
満
の
子
ど
も

達
へ
の
影
響
は
大
き
い
。
安
易
に
不
安

を
あ
お
る
も
の
で
は
な
く
、
正
し
い
知

識
を
持
つ
た
め
の
保
護
者
へ
の
啓
発
が

大
切
だ
と
思
う
。
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
乳
幼
児
健
診
時
や
育
児
教
室
で
適
切
な

利
用
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。
保
育
園

や
幼
稚
園
の
保
護
者
に
、
啓
発
用
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
配
布
し
て
い
き
た
い
。

問
親
世
代
か
ら
子
ど
も
世
代
へ
の
貧
困
の

連
鎖
を
防
ぐ
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し

て
、
学
習
支
援
が
大
切
。
小
学
校
で
は

進
め
て
い
る
が
、
中
学
校
の
学
習
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
成
28
年
度
は
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
中
に
予
算
を
計
上
し
て
、
5
教
科

の
学
習
を
各
中
学
校
や
地
域
の
人
、
大

わ
り
、
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
検
討

し
て
ほ
し
い
。

答
修
学
旅
行
等
に
付
き
添
い
を
し
た
い
と

い
う
ケ
ー
ス
は
た
ま
に
あ
る
と
聞
く
が
、

通
常
で
は
な
か
な
か
難
し
い
。
市
と
し

て
費
用
を
か
け
て
支
援
し
て
い
く
。

問
ひ
と
り
親
家
庭
の
資
格
取
得
支
援
制
度

を
見
直
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
に
限
っ
て
い
た
高

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
へ
の
支
援
を
、

親
と
子
に
拡
大
す
る
。

問
ひ
と
り
親
家
庭
の
就
学
に
、
ふ
る
さ
と

寄
附
を
活
用
し
た
奨
学
金
の
検
討
は
。

答
教
育
委
員
会
の
検
討
結
果
を
見
て
、
し

っ
か
り
精
査
を
し
て
い
く
。

小
・
中
一
貫
校
の
取
り
組
み
と
児
童

の
体
力
・
学
力
調
査
結
果
に
つ
い
て

問
市
の
児
童
数
の
変へ

ん
せ
ん遷

と
、
小
・
中
学
校

の
統
廃
合
の
検
討
状
況
は
。

答
小
・
中
学
校
と
も
に
緩ゆ

る

や
か
な
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
が
、
現
段
階
で
の
統

廃
合
は
考
え
て
い
な
い
。
当
面
は
小
・

中
連
携
の
強
化
を
図
る
。
今
後
の
児
童

数
の
変
動
を
考
察
す
る
中
で
、
研
究
を

進
め
る
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
小
・

中
学
校
の
全
国
体
力
調
査
結
果
や
全
国

学
力
調
査
結
果
の
具
体
的
な
数
値
は
、

従
来
通
り
公
表
し
な
い
が
、
よ
り
分
か

り
や
す
い
公
表
を
研
究
し
て
い
く
。

問
農
業
拡
大
が
大
切
で
あ
り
、
ワ
サ
ビ
の

効
能
、
Ｐ
Ｒ
に
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
が
計
上
さ
れ
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答
健
康
効
果
に
着
目
し
、
海
外
の
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
に
売
り
込
む
た
め
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
外
国
語
で
も
作
成
。
市
内

飲
食
店
等
に
も
置
き
、
農
家
の
収
入
増

加
や
遊
休
農
地
の
解
消
、
雇
用
の
増
加

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問
エ
ゴ
マ
の
栽
培
促
進
に
つ
い
て
伺
う
。

答
健
康
成
分
の
報
告
も
あ
り
、
国
内
産
の

流
通
も
少
な
い
の
で
生
産
に
つ
な
が
れ

ば
良
い
が
、
使
用
で
き
る
農
薬
の
登
録

が
な
く
、
気
候
、
収
支
な
ど
生
産
者
や

Ｊ
Ａ
等
か
ら
情
報
を
集
め
、
研
究
す
る
。

学
生
の
協
力
を
得
て
、
通
年
あ
る
い
は

夏
休
み
に
補
修
学
習
を
行
っ
て
い
く
。

問
小
学
5
年
生
と
中
学
2
年
生
は
血
液
検

査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
検
査
結
果
の
状

況
を
伺
う
。

答
再
検
査
や
精
密
検
査
が
必
要
と
さ
れ
た

児
童
生
徒
は
3
％
程
で
あ
る
。

問
大
人
に
な
る
と
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
を
心
配
す
る
。
そ
れ

ら
は
遺
伝
や
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
生
活

習
慣
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
検
査
項
目

に
血
糖
値
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
・
肝

機
能
な
ど
の
項
目
追
加
を
要
望
す
る
。

答
関
係
す
る
医
師
会
・
学
校
と
協
議
し
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

市の教職員住宅の縮小に伴う廃止

一 般 質 問

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」の

関
わ
り
を
聞
く

公
共
施
設
の
再
編
・
統
廃

合
を
ど
う
進
め
る
の
か

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！3 月
定例会

政和会
内川 集雄

信誠会
小松	洋一郎

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
録
画
放
送
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

公明党
中村 今朝子

安
曇
野
市
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

地
方
創
生
総
合
戦
略
事
業

公明党
藤原	陽子
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農家民宿中学生の農業体験

一 般 質 問

問
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐さ

ぎ欺
の
被
害
は

後
を
絶
た
な
い
が
、
市
民
へ
の
被
害
防

止
の
た
め
の
周
知
徹
底
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。
出
前
講
座
な
ど
を
積
極
的
に
呼

び
か
け
る
必
要
が
あ
る
が
。

答
平
成
27
年
度
中
に
市
内
で
の
特
殊
詐
欺

被
害
は
11
件
。
複
雑
多
様
化
す
る
特
殊

詐
欺
を
防
止
す
る
た
め
、
高
齢
者
宅
を

中
心
に
家
庭
訪
問
を
行
い
、
直
接
詐

欺
被
害
の
現
状
を
お
話
し
す
る
活
動
や

「
広
報
あ
づ
み
の
」に
詐
欺
の
手
口
の
掲

載
な
ど
を
し
な
が
ら
、
特
殊
詐
欺
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

意
識
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
出
前
講
座

に
お
い
て
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
通
算
65
回
、
延
べ
２
５
６
０
人

が
受
講
し
た
。
平
成
27
年
度
は
敬
老
会

を
は
じ
め
民
生
委
員
の
会
議
・
地
区
の

人
権
学
習
会
へ
も
出
向
い
て
い
る
。

問
警
察
や
金
融
機
関
と
の
連
携
は
強
化
し

て
い
る
の
か
。

答
安
曇
野
警
察
署
と
防
犯
協
会
連
合
会
で

は
、
金
融
機
関
に
協
力
を
し
て
も
ら
い
、

年
金
支
給
日
に
合
わ
せ
て
窓
口
で
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問
地
下
水
条
例
の
実
効
性
と
涵か

ん
よ
う養

施
策
の

費
用
負
担
金
の
制
度
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
条
例
に
よ
り
一
定
の
取
水
ル
ー
ル
が
確

立
し
、
涵
養
施
策
の
取
り
組
み
が
進
ん

で
お
り
、
適
切
に
機
能
し
て
い
る
と
言

え
る
。
条
例
で
地
下
水
の
保
全
、
涵
養

お
よ
び
適
正
利
用
を
図
る
た
め
の
総
合

的
な
水
環
境
基
本
計
画
を
定
め
る
。
涵

養
経
費
に
つ
い
て
は
、
地
下
水
利
用
者

の
負
担
方
法
な
ど
を
議
論
し
て
い
る
。

問
事
業
者
の
大
型
取
水
事
業
は
事
前
協
議

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
中
の
採
取
計
画
に

は
「
水
源
や
湧
水
等
に
支
障
を
及
ぼ
さ

な
い
程
度
の
採
取
量
」
と
基
準
が
あ
る

が
あ
い
ま
い
で
、
条
例
と
し
て
は
ど
れ

だ
け
の
量
で
も
届
出
を
受
け
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
あ
る
。
取
水
量
の
上
限
を

設
定
す
る
総
量
規
制
が
で
き
な
い
か
。

答
既
存
の
取
水
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う

と
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
農
業
用
水
、

工
業
用
水
、
上
水
な
ど
は
既
得
権
益
と

な
る
。
ま
た
、
地
下
水
は
民
法
上
私
水

扱
い
で
あ
り
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

問
北
小
倉
廃
棄
物
処
理
施
設
の
排
水
は
適

切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。
下
水
道

問
松
く
い
虫
被
害
は
市
内
全
域
に
蔓ま
ん
え
ん延

し
、
市
民
の
損
失
は
大
き
く
、
行
政
の

対
応
に
つ
い
て
検
証
を
求
め
る
声
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
松
く
い
虫

対
策
事
業
の
検
証
を
伺
う
。

答
市
と
し
て
は
今
ま
で
最
大
限
の
取
り
組

み
を
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
一
番

効
果
が
あ
る
の
は
空
中
防
除
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
県
の
条
例
や
市
民
の
反

対
等
を
考
慮
し
て
、
有
人
ヘ
リ
で
の
空

中
防
除
が
実
施
で
き
な
い
状
況
で
、
完

全
に
防
ぐ
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。

問
合
併
後
10
年
間
に
、
松
く
い
虫
被
害
対

策
事
業
に
要
し
た
事
業
費
を
伺
う
。

答
総
事
業
費
13
億
３
８
３
０
万
円
。
う
ち

国
県
か
ら
の
補
助
金
が
５
億
５
５
８
０

万
円
、
市
費
が
７
億
８
２
５
０
万
円
。

問
平
成
26
年
度
以
降
は
3
億
円
を
超
え
て

お
り
、
こ
の
状
態
だ
と
5
年
後
の
総
事

業
費
は
30
億
円
に
達
す
る
。
今
後
の
被

害
防
止
目
標
と
事
業
費
を
伺
う
。

答
一
度
拡
大
し
た
被
害
の
沈
静
化
は
困
難

な
状
況
だ
が
、
微
害
と
言
わ
れ
る
材
積

１
％
以
下
の
４
０
０
０
㎥
を
当
面
の
目

標
に
伐
倒
駆
除
し
て
い
く
。
事
業
費
は

問
農
家
民
宿
の
普
及
に
つ
い
て
伺
う
。

答
農
家
が
旅
館
業
経
営
許
可
を
取
得
し
、

現
在
35
戸
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成

27
年
度
は
関
西
、
関
東
の
中
学
、
高
校

か
ら
５
５
７
人
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

平
成
28
年
度
は
１
１
０
０
人
余
を
予
定

し
て
い
る
。
市
は
「
広
報
あ
づ
み
の
」

等
で
発
信
し
、
よ
り
多
く
の
農
家
の
皆

さ
ん
に
取
り
組
み
を
勧
め
て
い
る
。

問
地
域
農
業
と
の
連
携
は
ど
う
進
め
る
の

か
。

答
農
家
民
宿
で
は
、
地
域
農
業
と
の
連
携

は
大
切
で
、
生
産
農
家
だ
け
で
は
な
く
、

兼
業
農
家
、
非
農
家
等
、
地
域
の
市
民

に
支
援
を
し
て
も
ら
い
、
安
定
し
た
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問
特
定
農
業
団
体
の
今
後
に
つ
い
て
伺

う
。

答
高
齢
化
等
で
担
い
手
不
足
の
集
落
で

は
、
生
産
組
合
が
農
地
の
受
け
皿
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
定
農
業
団

体
に
安
心
し
て
農
地
を
預
け
ら
れ
、
農

作
業
も
お
願
い
で
き
、
さ
ら
に
は
農
家

自
身
も
参
画
で
き
る
地
域
営
農
シ
ス
テ

ム
作
り
が
必
要
で
あ
る
。

問
平
成
24
年
に
自
殺
総
合
対
策
大
綱
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
特
に
若
年
層
の
自
殺

予
防
の
た
め
、
平
成
28
年
ま
で
に
20
％

減
少
の
目
標
を
立
て
た
。
平
成
28
年
度

の
教
育
現
場
で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
自
殺
予
防
に
つ
な
が
る
大
事
な
教
育
を

推
進
し
て
い
る
。
学
校
生
活
で
の
集
団

行
動
の
状
態
を
常
に
観
察
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
個
人
面
談
を
通
じ
、
い
じ

め
や
不
登
校
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い

る
。
県
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
や
学
校

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
教
育
相
談
室
で
は
、
い

じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
け
た
。

使
用
量
を
見
る
と
、
雨
水
や
中
和
脱
水

処
理
を
し
た
汚
水
が
下
水
道
に
適
切
に

流
れ
て
い
な
い
。
汚
水
排
水
は
ど
こ
に

消
え
た
の
か
。
地
下
浸
透
の
可
能
性
は
。

答
不
明
で
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
協
働
を
う
た
う
審
議
会
で
、
保
育
園
や

図
書
館
の
民
営
化
な
ど
、
い
つ
も
市
側

は
前
提
を
用
意
し
て
い
る
。
審
議
会
は

形け
い
が
い
か

骸
化
さ
れ
、
委
員
の
協
働
意
欲
を
そ

ぎ
、
協
働
の
土
台
を
崩
し
て
い
な
い
か
。

答
審
議
会
は
自じ

ゆ
う
か
っ
た
つ

由
闊
達
な
議
論
が
さ
れ
、

形
骸
化
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。

明
確
な
答
え
が
で
き
な
い
。

問
松
く
い
虫
被
害
対
策
事
業
の
思
い
切
っ

た
見
直
し
・
転
換
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

答
3
億
円
を
超
す
予
算
の
持
ち
出
し
は
、

大
変
な
事
態
と
認
識
し
て
い
る
。
い
つ

ま
で
も
今
の
体
制
で
い
い
と
は
考
え
て

い
な
い
。
近
い
将
来
、
方
針
転
換
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

【
そ
の
他
質
問
事
項
】

○
梓
橋
新
設
・
改
修
に
向
け
た
取
り
組

　

み
○
職
員
の
酒
気
帯
び
運
転
に
つ
い
て

○
今
後
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問
法
人
で
な
い
農
業
団
体
の
法
人
化
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
特
定
農
業
団
体
な
ど
の
任
意
組
織
は
、

自
身
の
名
義
で
は
農
地
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
農
作
業
受
託
組
織

か
ら
本
格
的
な
農
業
法
人
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
を
支
援
し
た
い
。
組
織
の
法

人
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
投
資
・

財
源
の
確
保
（
内
部
留
保
が
可
能
）
②

有
利
な
制
度
資
金
の
活
用
で
機
械
施
設

整
備
③
「
農
の
雇
用
事
業
」
に
よ
る
労

働
力
の
確
保
④
農
地
中
間
管
理
事
業
の

活
用
（
交
付
金
に
よ
る
前
向
き
な
農
地

利
用
調
整
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

特殊詐欺防止を知らせる「広報あづみの」水田は最も効果的な地下水涵養策

熊倉区春日神社：松くい虫被害で数百本
の赤松全滅寸前（鎮守の森が心配）

一 般 質 問

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

松
く
い
虫
被
害
対
策
の

検
証
を

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！3 月
定例会

公明党
小松 芳樹

信誠会
竹内	秀太郎

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

民心・
無所属の会

増田 望三郎

市
の
地
下
水
条
例
は

機
能
し
て
い
る
の
か

政和会
黒岩 豊彦

市
の
農
家
民
宿
制
度
の

取
り
組
み
の
現
状
と
期
待
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一 般 質 問

問
平
成
28
年
度
予
算
で
地
方
債
合
計
残
高

は
８
６
５
億
８
０
０
万
円
、
臨
財
債
は

１
５
６
億
８
８
０
０
万
円
で
、
地
方
債

を
52
億
円
借
り
て
48
億
円
償
還
す
る
状

態
で
あ
る
。
合
併
特
例
債
の
今
後
の
発

行
は
限
度
額
で
あ
る
４
５
８
億
円
に
迫

る
と
想
定
さ
れ
、
特
例
債
の
市
負
担
分

は
30
％
と
し
て
も
１
３
７
億
４
０
０
０

万
円
。
段
階
補
正
も
切
れ
る
。
国
体
基

準
の
総
合
体
育
館
や
、
焼
却
場
建
設
計

画
の
再
検
討
を
す
べ
き
で
は
。

答
特
例
債
を
利
用
し
て
必
要
な
整
備
を
行

い
、
後
々
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る
。

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
あ

り
方
を
検
討
し
、
将
来
の
財
政
負
担
抑

制
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
ア
ル
プ
ス
の
里
構
想
で
世
界
遺
産
に

問
山
岳
観
光
も
包
括
し
た
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
す
と
と
も
に
、
安
曇
野
出
身
者

の
交
流
促
進
や
、
企
業
や
本
社
の
移
転

支
援
な
ど
を
行
い
雇
用
を
確
保
し
て
地

域
づ
く
り
を
す
る
「
北
ア
ル
プ
ス
の
里

構
想
」
を
実
現
で
き
な
い
か
。

答
北
ア
ル
プ
ス
の
自
然
環
境
は
日
本
の
財

問
目
標
と
部
署
横
断
的
取
り
組
み
は
。

答
平
成
28
年
度
中
に
基
金
創
設
の
制
度
設

計
を
行
う
予
定
。
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

支
援
策
も
検
討
す
る
。
窓
口
一
本
化
や
、

ど
こ
へ
置
く
の
か
等
を
検
討
す
る
。

問
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
は
。

答
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
を
中
間
教
室

に
通
う
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象

に
、
平
成
28
年
度
は
夏
休
み
だ
け
で
は

な
く
、
夏
休
み
以
外
の
平
日
等
の
開
催

も
検
討
す
る
。
将
来
は
他
の
子
ど
も
へ

も
範
囲
を
広
げ
た
い
。
保
育
料
は
市
独

自
に
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
気
に
な
る

子
ど
も
は
生
活
保
護
担
当
や
家
庭
児
童

相
談
室
な
ど
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

く
。
義
務
教
育
で
は
就
学
援
助
費
を
支

給
し
て
い
る
。
高
校
・
大
学
生
に
は
、

平
成
28
年
度
中
に
制
度
設
計
を
行
う
予

定
の
奨
学
金
制
度
で
対
応
す
る
。

問
子
ど
も
食
堂
な
ど
へ
の
支
援
は
。

答
教
育
委
員
会
、
福
祉
部
門
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
の
関
係
者
を
含
め
て
協
議

し
、
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力
し
た
い
。

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
の
促
進
を

問
公
共
施
設
の
維
持
管
理
お
よ
び
更
新
に

財
源
不
足
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
公
共

施
設
再
配
置
計
画
の
実
行
は
、
市
長
の

覚
悟
あ
る
決
断
と
地
域
エ
ゴ
に
な
ら
な

い
議
会
審
議
と
市
民
へ
丁
寧
な
説
明
が

重
要
で
あ
る
。
再
配
置
計
画
の
重
要
性

を
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
大
変
重
い
課
題
で
あ
る
。
基
本
構
想
に

向
け
た
諸
施
設
の
実
現
に
向
け
、
市
と

し
て
所
有
し
て
い
く
各
施
設
の
絞
り
込

み
、
経
営
方
針
の
確
認
お
よ
び
更
新
時

期
の
調
整
が
重
要
と
な
る
。

　

再
配
置
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
と

考
え
、
公
共
施
設
の
総
量
を
圧
縮
し
つ

つ
市
民
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
市
の
将

来
像
を
考
え
る
。

　

伝
統
あ
る
施
設
を
な
く
す
と
な
れ
ば

地
域
か
ら
抵
抗
が
あ
り
、
財
政
問
題
等

も
論
議
す
る
な
か
将
来
の
負
担
を
軽
減

し
、
市
と
し
て
の
一
定
の
方
向
を
早
急

に
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
捉と

ら

え
て
い
る
。

問
再
配
置
計
画
に
は
施
設
整
備
の
将
来
像

が
必
要
。
施
設
の
充
実
を
目
的
と
し
た

問
引
き
こ
も
り
に
対
す
る
平
成
28
年
度
の

支
援
事
業
は
。

答
民
生
委
員
を
中
心
に
、
引
き
こ
も
り
に

対
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
（
講
演
会
）

を
実
施
す
る
。
ま
た
保
健
師
に
よ
る
相

談
業
務
も
週
2
回
行
う
。

問
若
者
就
労
相
談
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
信
州
と
連
携
し
、
履
歴
書
の

書
き
方
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
、
模
擬
面
接
等
、
そ
の
人

に
合
っ
た
具
体
的
な
支
援
が
で
き
な
い

か
。

答
相
談
会
は
毎
月
第
3
金
曜
日
に
行
い
、

履
歴
書
の
書
き
方
な
ど
の
指
導
も
行
っ

て
い
る
。
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ン
ド

リ
ッ
シ
ュ
で
は
、
若
者
相
談
会
や
農
業
・

福
祉
・
商
業
連
携
事
業
等
の
事
業
を
行

っ
て
い
る
。
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
、
様
々
な
機
関
と
連
携
し
就
労
支
援

を
図
っ
て
い
く
。

問
自
分
た
ち
で
自
主
的
に
企
画
運
営
が
で

き
る
居
場
所
（
い
い
意
味
で
の
中
高

生
世
代
の
「
た
ま
り
場
」）
を
商
店
街

の
空
き
店
舗
な
ど
を
借
り
て
で
き
な
い

か
。

産
と
認
識
し
て
、
世
界
遺
産
登
録
を
中

信
４
市
の
市
長
懇
談
会
で
も
協
議
し
、

事
務
レ
ベ
ル
で
検
討
し
て
い
る
。
自
然

環
境
を
守
り
、
人
を
育
む
こ
と
が
、
持

続
可
能
な
自
治
体
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

保
育
園
民
営
化
と
自
治
体
の
あ
り
方
は

問
な
ぜ
民
営
化
な
の
か
。
民
営
化
で
市
の

子
育
て
保
育
行
政
は
ど
う
な
る
か
。

答
民
が
で
き
る
こ
と
は
民
に
委
ね
る
考
え

で
あ
る
。
民
間
が
備
え
て
い
る
機
動
性

や
柔
軟
性
を
活
か
し
た
多
種
多
様
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
官
民
役
割
分
担
、

効
率
性
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
な
ど
を
検
証

し
、
民
営
化
の
検
討
に
着
手
し
た
。

問
目
標
と
部
署
横
断
的
取
り
組
み
は
。

答
安
曇
野
市
の
特
産
物
の
海
外
へ
の
販
路

拡
大
や
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
等
、
横

断
的
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
の
促
進
は
。

答
民
間
雑
誌
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
マ
ッ
プ

作
成
、
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
出
展
、
テ

レ
ビ
の
撮
影
支
援
、
安
曇
野
の
名
前
を

付
し
た
新
製
品
、
友
好
都
市
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
リ
ン
ゴ
と
ワ
サ
ビ
加
工

品
の
輸
出
、
松
枯
れ
材
製
品
化
、
信
州

サ
ー
モ
ン
や
ニ
ジ
マ
ス
等
で
促
進
す
る
。

問
「
安
曇
野
わ
さ
び
」
を
地
域
団
体
商
標

に
登
録
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
。

答
取
得
支
援
を
今
後
も
行
っ
て
い
く
。

部
署
で
施
設
の
数
や
規
模
を
圧
縮
す
る

将
来
計
画
が
描
け
る
か
。

答
将
来
的
に
は
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

の
更
新
も
検
討
す
る
状
況
に
な
り
、
実

際
に
進
め
る
に
は
、
様
々
な
デ
ー
タ
を

活
用
し
諸
計
画
の
整
合
性
を
図
り
、
ま

ち
づ
く
り
と
一
体
に
な
っ
た
大
き
な
観

点
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
再
配
置

計
画
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
管
理
に
つ
い
て
は
、
組
織

横
断
的
に
市
政
を
リ
ー
ド
す
る
部
署
で

行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
の
あ
り
方
に

　

つ
い
て

答
若
者
の
自
主
的
な
活
動
の
場
は
大
切
で

あ
る
。
今
、
各
地
域
の
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
や
公
民
館
な
ど
の
整
備
を
進
め
て

い
る
の
で
、
大
い
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
、
運
営
は

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
は
。

ま
た
希
望
に
沿
っ
た
運
営
が
さ
れ
て
い

る
か
。

答
平
成
28
年
度
は
3
つ
の
児
童
ク
ラ
ブ
で

通
年
希
望
人
数
が
若
干
オ
ー
バ
ー
し
て

い
る
。
早
急
に
体
制
を
整
え
て
い
き
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
介
護
保
険
制
度
改
定
と
新
総
合
事
業

民間主催の安曇野「信州こども食堂」
（豊科真々部） 保育園の運動会

放課後児童クラブでの外遊び 施設の改修・建替え時期イメージ

年

年

コスト試算範囲（2014年～40年間）

竣工時

大規模改修

更新

解体

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！3 月
定例会

日本共産党
安曇野市議団

松澤 好哲

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

民心・
無所属の会

林 　孝彦

安
曇
野
市
の
財
源
・
負
債

は
ど
う
な
る
の
か

若
者
へ
の
支
援
は

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
を

政和会
坂内 不二男

公
共
施
設
再
配
置
計
画
と

直
面
す
る
施
設
整
備
は

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
録
画
放
送
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）
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一 般 質 問

問
就
学
援
助
制
度
の
徹
底
を
図
れ
な
い
か
。

子
ど
も
の
貧
困
率
は
16
・
3
％
、
6
人

に
１
人
で
あ
り
、
市
で
は
１
３
４
１
人

の
児
童
生
徒
が
就
学
援
助
を
受
け
て
い

て
も
お
か
し
く
な
い
。
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
年
齢
別
階
層
別
所
得
状
況
で

は
、
年
収
２
０
０
万
円
以
下
世
帯
の
4

歳
か
ら
14
歳
の
児
童
生
徒
数
は
１
１
４

８
人
。
と
こ
ろ
が
就
学
援
助
を
受
け
て

い
る
児
童
生
徒
数
は
小
学
校
で
は
４
６

６
人
、
中
学
校
で
は
３
５
３
人
の
８
１

９
人
で
あ
る
。

　

入
学
時
に
は
必
要
最
小
限
の
も
の
だ

け
で
も
小
学
校
で
は
約
2
万
円
、
中
学

校
で
は
約
７
万
円
か
ら
8
万
円
も
か
か

る
の
で
、
入
学
準
備
金
は
4
月
以
降
の

支
給
で
は
な
く
、
3
月
支
給
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
制
度
に
つ
い
て
は
４
月
に
全
児
童
生
徒

に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
周
知
を
図
り
、

市
の
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

　

入
学
準
備
金
を
前
年
度
の
3
月
に
と

い
う
提
案
だ
が
、
他
の
自
治
体
で
そ

う
い
う
制
度
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
し
か
し
、
前
年
所
得
が
認
定
基

問
所
得
税
法
上
の
寡
婦
（
夫
）
は
「
法
律

婚
を
経
由
し
た
こ
と
の
あ
る
者
」
と
定

義
さ
れ
、
同
じ
「
ひ
と
り
親
」
で
も
非

婚
の
場
合
は
寡
婦
（
夫
）
控
除
が
受
け

ら
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
で
納
税
額
が
増

え
、
税
額
に
応
じ
て
負
担
す
る
市
営
住

宅
使
用
料
や
保
育
料
な
ど
が
高
く
な
る

と
い
う
不
利
益
が
生
じ
て
い
る
。
本
来

は
国
の
制
度
の
問
題
だ
が
、
市
と
し
て

み
な
し
寡
婦
控
除
の
適
用
に
つ
い
て
、

ど
こ
ま
で
検
討
が
進
ん
だ
か
。

答
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
安
曇
野
市
と
し
て
は
、
子
育
て
支

援
政
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
28
年
度

の
保
育
料
か
ら
適
用
し
て
い
く
。

問
市
営
住
宅
の
使
用
料
（
家
賃
）
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

答
国
の
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
市
営
住

宅
の
入
居
者
の
収
入
算
定
に
、
み
な
し

寡
婦
控
除
を
適
用
す
る
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
の

利
用
料
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
保
育
料
と
同
じ
く
、
み
な
し
寡
婦
控
除

が
適
用
に
な
る
よ
う
、
必
要
な
条
例
改

問
長
野
県
は
１
月
29
日
、「
松
糸
道
路
」

の
市
内
通
過
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
明
科

地
域
の
三
川
合
流
部
で
の
河
川
横
断
を

避
け
、
両
岸
の
住
宅
地
や
水
田
地
帯
を

分
断
す
る
「
Ｂ
ル
ー
ト
」
に
絞
っ
た
計

画
案
を
発
表
し
た
。
複
数
の
地
元
説
明

会
に
出
席
し
た
が
、
分
断
さ
れ
る
地
域

で
は
厳
し
い
意
見
が
続
出
し
た
。
こ
の

Ｂ
ル
ー
ト
は
市
の
思
い
に
適か

な

っ
た
も
の

か
。
厳
し
い
声
へ
の
対
応
は
。

答
今
回
の
計
画
案
は
以
前
よ
り
は
「
分
断
」

に
配
慮
が
見
ら
れ
る
が
、
関
係
地
区
の

集
落
や
優
良
農
地
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す

ル
ー
ト
と
認
識
す
る
。
三
川
合
流
部
で

河
川
横
断
す
る
「
Ａ
ル
ー
ト
」
は
橋
の

建
設
が
難
し
く
、
費
用
に
１
０
０
億
円

程
の
差
が
予
想
さ
れ
、
県
も
国
等
と
調

整
し
、
総
合
的
に
判
断
し
た
と
聞
く
。

県
に
は
影
響
の
あ
る
地
区
へ
の
度
重
な

る
説
明
を
求
め
、
市
も
事
業
促
進
に
向

け
障
害
を
取
り
除
く
努
力
を
進
め
る
。

問
松
糸
道
路
の
メ
リ
ッ
ト
が
市
民
に
伝
わ

っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
市
の
方
針
は
。

答
松
糸
道
路
の
整
備
を
機
に
、
市
の
道
路

網
で
弱
い
「
東
西
軸
」
を
充
実
さ
せ
、

問
保
育
園
に
３
歳
以
上
の
ク
ラ
ス
は
99
あ

り
、
ク
ラ
ス
担
任
は
正
規
職
員
が
45
人

で
臨
時
職
員
が
54
人
で
あ
る
。
全
て
を

正
規
職
員
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
は
こ
の
現
状
を
ど
う
思
う
か
。

答
こ
の
状
況
は
決
し
て
好
ま
し
い
と
は
思

っ
て
い
な
い
。
改
善
し
た
い
と
思
い
平

成
28
年
度
経
験
者
枠
の
保
育
士
を
４
人

試
験
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
平
成
28

年
度
は
正
規
職
員
の
保
育
士
は
７
人
増

え
、
全
体
で
99
人
と
な
る
。

問
正
規
職
員
と
臨
時
職
員
で
は
賃
金
に
差

が
あ
る
。
臨
時
職
員
の
賃
金
は
物
件
費

で
、
人
間
扱
い
で
の
賃
金
で
は
な
い
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
反
す
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
若
者
の
た
め
に
保
育

園
の
正
規
職
員
の
採
用
を
生
か
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
賃
金
が
物
件
費
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

も
抵
抗
が
あ
る
が
、
統
計
上
物
件
費
と

い
う
扱
い
で
他
意
は
な
い
。
臨
時
職
員

の
賃
金
は
、
ク
ラ
ス
担
任
の
場
合
月
額

３
万
１
８
０
０
円
増
額
し
て
、
19
万
８

７
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
。
こ
の
よ
う

に
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
に
取
り
組
ん

準
を
上
回
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
返
還

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
問
題
も
あ

る
。
近
隣
自
治
体
で
は
こ
の
よ
う
な
制

度
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
の
で
、
今
後
の

研
究
課
題
と
し
た
い
。

問
こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
は
。

答
教
育
委
員
会
と
し
て
も
で
き
る
と
こ
ろ

は
協
力
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
行
政
の
ス
リ
ム
化
は
人
件
費
の
削
減

　

で
は
な
く
底
上
げ
を

○
図
書
館
は
民
間
で
は
な
く
直
営
で

○
穂
高
広
域
の
焼
却
炉
更
新
は
、
人
口

　

減
や
ご
み
の
減
量
化
を
検
討
し
て

○
増
田
建
設
産
業
の
防
音
壁
問
題

正
等
を
進
め
て
い
く
。

市
政
へ
の
信
頼
回
復
の
た
め
に

問
事
務
処
理
ミ
ス
等
に
つ
い
て
毎
月
定
期

的
に
そ
の
概
要
を
公
表
し
、
全
庁
的
に

情
報
共
有
し
て
再
発
防
止
、
未
然
防
止

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

答
一
番
大
事
な
の
は
職
員
の
意
識
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
遵

じ
ゅ
ん
し
ゅ守
）の
徹
底
。

研
究
会
を
作
り
、
効
率
的
な
内
部
統
制

の
仕
組
み
を
研
究
し
て
い
る
。

問
意
識
は
簡
単
に
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
ず

行
動
か
ら
変
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

答
内
部
統
制
の
研
究
テ
ー
マ
に
そ
の
提
案

も
含
め
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

産
業
観
光
振
興
に
活
か
し
て
い
く
。

問
今
後
の
県
の
調
査
は
、
Ｂ
ル
ー
ト
に
限

ら
ず
幅
広
く
、
住
民
も
参
加
で
き
る
調

査
に
な
る
よ
う
要
請
で
き
な
い
か
。

答
県
に
は
引
き
続
き
丁
寧
な
説
明
を
求
め

る
が
、
反
対
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
参
加

し
、
良
い
方
向
を
見
出
す
こ
と
が
大
切
。

飼
料
米
作
付
け
で
地
下
水
涵か

ん
よ
う養
を

問
地
下
水
の
保
全
と
地
下
水
を
利
用
し
た

産
業
振
興
の
両
立
は
難
し
い
が
、
思
い

切
っ
た
飼
料
米
作
付
け
に
よ
る
地
下
水

涵
養
を
提
言
し
た
い
が
、
可
能
か
。

答
飼
料
米
増
産
は
国
の
施
策
で
需
要
も
あ

り
、
農
家
の
採
算
性
も
悪
く
は
な
い
。

で
い
る
。
定
員
適
正
化
計
画
等
を
含
め

て
今
後
の
保
育
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

小
さ
な
政
府
に
対
す
る
市
長
の
政
治
姿
勢

問
小
さ
な
政
府
を
ど
う
捉と

ら

え
て
い
る
か
。

民
で
で
き
る
こ
と
は
民
で
と
い
う
基
準

は
な
に
か
。

答
小
さ
な
政
府
、
大
き
な
政
府
の
議
論
は

ど
の
程
度
の
社
会
保
障
を
政
府
が
提
供

す
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
民
に
任

せ
る
こ
と
で
効
率
的
、
効
果
的
な
自
治

体
運
営
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
れ
る
。

事務処理ミスの概要を公表している事例 小学校の卒業式、中学の制服を着て

穂高保育園 松糸道路のルート帯のイメージ

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！3 月
定例会

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

入
学
準
備
金
と
し
て
３
月

に
就
学
援
助
を

松
糸
道
路
ル
ー
ト
案
発
表

へ
の
市
の
対
応
は

政和会
松枝 　功

民心・
無所属の会

小林 純子

み
な
し
寡か

ふ婦
控
除
の
適
用

平
成
28
年
度
保
育
料
か
ら

民心・
無所属の会

荻原 勝昭

ク
ラ
ス
担
任
の
臨
時
保
育

士
は
正
規
職
員
に
す
べ
き

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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一 般 質 問

問
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
借
り
て
一
日
も
早
い

「
な
ろ
う
、
ひ
と
つ
に
！
」
健
康
長
寿
、

助
け
合
い
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
、
職
場
、
年
代
の
壁

を
超
え
て
大
勢
の
皆
さ
ん
が
一
体
化
で

き
る
大
切
な
政
策
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ

は
市
民
の
皆
さ
ん
に
勇
気
と
自
信
と
希

望
を
持
た
せ
る
も
の
で
あ
り
、
施
設
を

充
実
さ
せ
て
健
康
づ
く
り
や
交
流
の
場

と
し
て
多
い
に
利
活
用
し
、
活
力
あ
る

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
し
た
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
体
育
協
会
へ
の
支

援
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
使
用
料
の
減
免
や
財
政
支
援
の
ほ
か
、

競
技
力
の
向
上
・
指
導
者
の
育
成
を
目

的
と
し
て
指
導
者
講
習
会
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
体
育
協
会
の
法
人
化
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
一
体
化
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
法
人
化
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
４
月
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
少
年
団
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
実

情
等
に
よ
り
統
一
は
困
難
で
は
あ
る

が
、
今
後
統
一
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

問
高
齢
者
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
介
護
予
防
等
を
目
的
と
し
た
健
康
体
操

教
室
を
開
催
し
て
い
る
。
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
や
ト
イ
レ
の

改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
努
め
て
い
る
。

問
安
曇
野
に
ふ
さ
わ
し
い
市
営
球
場
の
建

設
に
つ
い
て
、
環
境
の
よ
い
工
場
跡
地

が
あ
る
が
、
取
得
し
建
設
で
き
な
い
か
。

答
体
育
施
設
・
文
化
施
設
の
計
画
等
公
共

施
設
の
整
備
で
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
財
政
面
等
も
考
慮
し
て
、
取
得
の

可
能
性
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。穂高有明地域にある工場跡地

一 般 質 問

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
充
実

で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

信誠会
召田 義人

議会運営委員会　視察報告議会広報特別委員会　視察報告
1月14日	 視察先	 滋賀県東近江市議会
1月15日	 視察先	 三重県伊賀市議会
 目　的（両市共通）①予算決算委員会の取り組み
  　　　　　②議会運営全般の取り組み

2 月 1日	 視察先	 株式会社会議録センター
 目　的 議会だよりの編集に関する研修
2 月 2日	 視察先	 東京都あきる野市議会
 目　的 議会だよりリニューアルの取り組み

クローズアップ
クローズアップ 予算決算委員会の導入に向けてターゲットを絞った特集で読者

をひきつける

東近江市議会の予算決算委員会の特徴
・議案の一体の原則に基づき、分割付託して審査

は行っていない。
・審査において予算決算の連動性で審査している。
・次年度の予算に反映できる決算審査を行ってい

る。
以上の観点から議長を除く全議員で予算決算常

任委員会を設置し、予算と決算を総合的に審査し
ている。また、全体会議と分科会の審議を明確に
位置づけている。
審査の流れとしては、定例会開会日に予算決算

常任委員会に議案が付託され、分科会で審査され
る。その後、予算決算常任委員会を開催し、分科
会の委員長報告を行い、質疑・採決をする。

あきる野市議会だよりの特徴
あきる野市議会だよりリニューアルの取り組みは、全国

各地の議会から注目を集め、行政視察を受け入れている。
・リニューアルのきっかけ
平成 23 年の市民アンケートで、あきる野市議会だよ
りを手に取って見たい人は４％のみだった。

・リニューアルの内容
①「興味を引く特集と表紙」・・・ターゲットを絞った
特集。表紙は特集とリンクさせる。

②読みやすさ・おもしろさ、余白・色・字体・レイア
ウトの統一

③小学生が夢を語るコーナー
④「知らせたいこと」と「知りたいこと」
「読んでほしい量」と「読める量」
「ピックアップ方式」「トピックス方式」の活用など

まとめ
安曇野市議会での審査は、本会議で予算、決算

の説明後、各常任委員会に議案が分割して付託さ
れ、委員会ごとの審査となっている。最終日、本
会議での委員長報告を経て採決している。

この間、分割審査ではなく、予算決算委員会ま
たは予算決算特別委員会で審査する方法が議論さ
れてきた。

今回の視察で予算決算の常任委員会で審査する
ことが共通認識となった。今後は分科会方式の導
入等について協議の後、答申を議長に出すために
最終討議に入る予定である。　

まとめ
視察研修で学んだことを今回の第 42 号に

取り入れた。
・一般質問を従来の 680 字から 600 字にし

て余白を取り、見やすくした。
・「ピックアップ方式」「トピックス方式」の

活用を行った。
・紙面の色彩について見直しを行った。

今後も皆さんに手に取ってもらえる議会だ
よりを目指していきたい。

皆さんのご参加を
お待ちしています

第３回 安曇野市議会報告会
～平成 28年 3月定例会の報告を行います～

開催日：5 月 16 日（月）
◆会場および開催時間
　穂高会館　　　　　第 2会議室　午後 1時 30 分から午後 3時 30 分
　安曇野市役所 4階　大会議室　　午後 7時から午後 9時
　三郷公民館　　　　講義室　　　午後 7時から午後 9時

＜　内容　＞　
　　　　　　　　　・ 平成 28 年度予算などの議案審議について
　　　　　　　　　・ 常任委員会から委員会審査について
　　　　　　　　　・ 3 月定例会の報告について、ご意見を伺います

東近江市議会での研修

マニフェスト大賞を受賞した「あきる野市議会だより」



斉藤 康子さん
（豊科）

今
年
、2
年
ぶ
り
に
隣
組
の
新
年
会
が

あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
時
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
勤
め
や

生
活
に
追
わ
れ
、
時
々
会
っ
て
も
あ
い
さ

つ
ぐ
ら
い
の
お
付
き
合
い
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
催
し
て
く
れ
た
隣
組
長
さ
ん
に
、

ま
た
集
っ
た
隣
組
の
方
々
に
も
あ
り
が
と

う
！
で
し
た
。「
子
ど
も
が
結
婚
し
た
」

と
か
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、施
設
に
入
っ
た
」

と
か
、
近
所
な
の
に
知
ら
な
か
っ
た
情
報

を
交
換
し
、何
だ
か
血
が
通
っ
た
よ
う
に
、

あ
た
た
か
な
思
い
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
豊
科
に
嫁
ぎ
、
35
年
目
と
な
り
ま

す
。
私
た
ち
が
あ
の
頃
の
父
母
の
年

と
な
り
、
隣
組
の
編
成
は
少
し
変
わ
り
ま

し
て
も
、
こ
う
し
て
親
睦
の
持
て
る
隣
組

で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
年
配
の
あ

ち
ら
の
お
宅
は
隣
組
長
は
飛
ば
し
ま
し
ょ

う
」
と
か
、「
一
軒
の
空
き
家
の
樹
木
が

伸
び
、
衛
生
上
、
防
犯
上
よ
く
な
い
の
で
、

市
に
相
談
し
な
が
ら
隣
組
で
対
応
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
か
、「
皆
で
花
見
を
や

り
ま
し
ょ
う
」
と
か
、
前
向
き
な
話
し
合

い
が
さ
れ
、
こ
れ
ぞ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

ご
近
所
同
士
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

助
け
合
い
、
隣
組
単
位
で
無

理
な
こ
と
は
区
や
市
に
助
け
て
も
ら
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
議
員
に
は
声
を
議

会
に
届
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
も
、
議
員
の
皆
さ
ん
も

市
民
、
ご
近
所
隣
組
を
大
切
に
し
、
市
民

目
線
で
見
て
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
う
と
共

に
、
私
た
ち
市
民
も
議
員
と
同
じ
に
、
ど

う
し
た
ら
よ
り
よ
く
な
る
か
を
考
え
て
協

力
し
、
い
い
市
を
創
り
上
げ
て
い
こ
う
と

す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
血
の
通
い
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
、「
私
か
ら
」
と
共
に
創
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

あ
た
た
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

安曇野市議会だより

編  集  後  記

第 42号

http://www.city.azumino.nagano.jp/site/gikai/
E-mail:gikai@city.azumino.nagano.jp

〒 399-8281　長野県安曇野市豊科 6000 番地

平成 28 年 5 月 11 日発行

◆定例会が終了すると、「議会
だより」の編集作業が始まりま
す。今日も咲き始めた桜の花や、
雪柳の花を窓の向こうに眺めな
がら原稿作りに挑戦していま
す。お手元に届く頃は、田植え
真っ盛り。新緑の安曇野です。

中村 今朝子

◆夏のリオオリンピックに向け、水泳・卓球など子ども達が育ってい
る。平準と個の育成は相矛盾する。議会だよりの編集に携わって３年
目。できるだけ多くを伝えたい。でもここはぜひ読んでいただきたい
と思い悩みながらの毎号。

藤原 正三

議会広報特別委員会
　委 員 長　竹内秀太郎
　副委員長　林　　孝彦

委員　坂内不二男　井出 勝正　一志信一郎　藤原 正三
　　　中村今朝子　平林 　明　猪狩久美子　小林 純子

発行　長野県安曇野市議会
編集　議会広報特別委員会
印刷　有限会社安曇印刷

気軽にご意見をお聞かせください

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

議会からのお知らせ
・QR コードをご利用ください
前号から各議員の一般質問にQRコー
ドの掲載を開始しました。このQRコー
ドをスマートフォン等で読み取ると、
インターネット上の市議会ホームペー
ジ内にある各議員の一般質問の録画放
送にリンクします。ご利用ください。
スマートフォン等での視聴には、パ
ケット通信料がかかります。

TEL 0263-71-2000（市役所代表）

TEL 0263-71-2156（議会事務局）

FAX 0263-71-2150（議会事務局）

平成 28 年安曇野市議会 6月定例会は6月3日（金）～6月27日（月）頃
を予定。皆さんの傍聴をお待ちしています。なお、議会ホームページでは本
会議のライブ配信も実施します！ぜひご覧ください。

請願・陳情の締切は5月24日（火）です。それ以降の提出は次の定例会
での審議になりますのでご注意ください。

議会傍聴へ
ようこそ！

朝焼けの常念（穂高・等々力地区）


